
途中式を書く 分数のわり算①
小6／ぜんぶで8もん　答えは約分した分数で書く

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「分数の割り算」のプリント一覧がひらきます

わる数の 分子と分母を 入れかえて（逆数にして）、かけ算に なおします。
逆数は、もとの数に かけると 1に なる数です。
かける前に 1本の分数線に まとめ、分子の数と 分母の数で 同じ数で われる組を 約分します。
約分した数は □の上・下に 小さく書きます。答えは 仮分数のままで よいです。

れい
4
9 ÷ 8

15 ＝ 4
9 × 15

8 ＝ 4
1

9
3

15
5

8
2

×
× ＝ 5

6
① わる数を 逆数に ② まとめて 約分 ③ かける

逆数にして かけ算に 1本の分数線で 約分 答え

(1) 1
14 ÷ 3

14 ＝ 1
14 × ＝ ×

×
＝

(2) 14
3 ÷ 16

9 ＝ 14
3 × ＝ ×

×
＝

(3) 4
3 ÷ 8

15 ＝ 4
3 × ＝ ×

×
＝

(4) 3
11 ÷ 4

7 ＝ 3
11 × ＝ ×

×
＝

(5) 3
5 ÷ 8

9 ＝ 3
5 × ＝ ×

×
＝

(6) 6
11 ÷ 2

9 ＝ 6
11 × ＝ ×

×
＝

(7) 15
8 ÷ 21

10 ＝ 15
8 × ＝ ×

×
＝

(8) 17
2 ÷ 15

4 ＝ 17
2 × ＝ ×

×
＝



途中式を書く 分数のわり算②
小6／ぜんぶで8もん　帯分数・整数は 仮分数に直す

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「分数の割り算」のプリント一覧がひらきます

帯分数は 仮分数に、整数は 分母1の分数に 直してから 計算します。
帯分数の分子は「整数×分母＋分子」。整数は 2＝2/1 のように 書きます。
逆数にして 1本の分数線に まとめ、約分した数は □の上・下に 小さく書きます（約分しない数は そのまま）。
答えは 約分して 書きます。整数なら 左の□だけ、分数なら 右の□だけ（仮分数のままで よい）。

れい

1 4
5 ÷ 3 ＝ 9

5 ÷ 3
1 ＝ 9

5 × 1
3 ＝ 9

3

5
1
3
1

×
× ＝ 3

5
① 仮分数に 直す ② 逆数にして かけ算に ③ まとめて 約分 ④ かける

仮分数に 直す 逆数にして かけ算に 1本の分数線で 約分 答え

(1) 7 ÷ 4 1
4 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×

×
×

(2) 2 6
7 ÷ 4 4

7 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×
×
×

(3) 4 1
9 ÷ 2 7

9 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×
×
×

(4) 13
4 ÷ 4 1

2 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×
×
×

(5) 2 2
3 ÷ 1 1

3 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×
×
×

(6) 4 2
7 ÷ 9 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×

×
×

(7) 2 8
9 ÷ 2 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×

×
×

(8) 4 ÷ 1 1
3 ＝ ＝ ＝ ＝÷ ×

×
×



途中式を書く 分数のわり算③
小6／ぜんぶで8もん　逆数の欄は ありません

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「分数の割り算」のプリント一覧がひらきます

わる数を 逆数にして、1本の分数線に まとめて 約分します。
逆数の欄は ありません。わる数の 上と下を 頭の中で 入れかえます（逆数は メモ欄に 書いてもよい）。
□には 約分する前の数を 書き、約分した数を □の上・下に 小さく書きます（約分しない数は そのまま）。
答えは 約分した分数で（仮分数のままで よい）。メモ欄は 何回かに分けた約分など 自由に 使えます。

れい
15
4 ÷ 27

20 ＝ 15
5

4
1

20
5

27
9

×
× ＝ 25

9
① 逆数にして まとめて 約分 ② かける

1本の分数線で 約分 答え メモ

(1) 26
15 ÷ 18

5 ＝ ＝×
×

(2) 13
16 ÷ 15

8 ＝ ＝×
×

(3) 9
20 ÷ 3

8 ＝ ＝×
×

(4) 4
9 ÷ 8

9 ＝ ＝×
×

(5) 15
4 ÷ 33

8 ＝ ＝×
×

(6) 2
15 ÷ 22

5 ＝ ＝×
×

(7) 4
3 ÷ 12

19 ＝ ＝×
×

(8) 18
19 ÷ 9

10 ＝ ＝×
×



途中式を書く 分数のわり算④
小6／ぜんぶで8もん　かけ算と わり算が まじった式

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「分数の割り算」のプリント一覧がひらきます

÷の分数だけ 逆数にして、1本の分数線に 3つずつ 並べます。
かけ算（×）の分数は そのままです。÷が2つ あるときは 2つとも 逆数にします。
□に 約分する前の数を 書き、同じ数で われる組を 約分して 小さい数を □の上・下に 書きます。
答えは 約分した分数で 書きます（仮分数のままで よい）。約分しない数は そのままです。

れい
10
11 ÷ 10

3 ÷ 9
4 ＝ 10

1

11
3
1

10
1

4
9
3

×
×

×
× ＝ 4

33
① ÷だけ 逆数にして まとめて 約分 ② かける

÷だけ 逆数にして 1本の分数線で 約分 答え

(1) 14
9 ÷ 14

11 ÷ 5
2 ＝ ＝× ×

× ×

(2) 4
9 × 9

5 ÷ 5
6 ＝ ＝× ×

× ×

(3) 10
3 × 9

7 ÷ 10
9 ＝ ＝× ×

× ×

(4) 2
7 ÷ 15

7 × 3
10 ＝ ＝× ×

× ×

(5) 13
11 × 11

12 ÷ 1
8 ＝ ＝× ×

× ×

(6) 10
3 ÷ 4

3 ÷ 11
7 ＝ ＝× ×

× ×

(7) 5
12 ÷ 7

8 × 7
9 ＝ ＝× ×

× ×

(8) 4
9 ÷ 6

11 × 9
11 ＝ ＝× ×

× ×



途中式を書く 分数のわり算⑤
小6／ぜんぶで8もん　とちゅうの式は 自由に書く

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「分数の割り算」のプリント一覧がひらきます

とちゅうの式を 自由に 書いて、答えを 出します。
帯分数・整数は 仮分数に（整数は 2＝2/1）。÷の分数だけ 逆数にして かけ算に します。
1本の分数線に まとめて、同じ数で われる組を 約分してから かけます。
答えは 約分して 書きます。整数なら 左の□だけ、分数なら 右の□だけ（仮分数のままで よい）。

れい（書き方の一例）

1 3
5 ÷ 6

5 × 2
11 ＝ 8

5 × 5
6 × 2

11 ＝ 8
4

5
1

5
1

6
3

2
11

×
×

×
× ＝ 8

33
① 仮分数に 直して ÷を 逆数の かけ算に ② まとめて 約分 ③ かける

とちゅうの式（自由に書く） 答え

(1) 7
4 ÷ 1

2 × 13
7 ＝ ＝

(2) 2 4
5 ÷ 4 ＝ ＝

(3) 15
2 ÷ 5

13 ＝ ＝

(4) 16
9 ÷ 4

15 ＝ ＝

(5) 1
8 ÷ 1

2 ÷ 11
3 ＝ ＝

(6) 1 2
9 ÷ 3 ＝ ＝

(7) 13
12 × 2

5 ÷ 6
5 ＝ ＝

(8) 2 3
4 ÷ 1 3

8 ＝ ＝


